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皆様、お一人お一人願いを込めながら一生懸命に短冊を書かれていまし
た。飾りつけも熱心に取り組まれ、とても綺麗に仕上げる事ができ、皆様
喜ばれておりました。ご利用者様がいつまでも健康でいられますように…
職員一同願っております。

皆さんに教えていただきながら、梅干し作りをしました。皆さん上手に
梅のヘタを爪楊枝でとってくださり、「塩はもう少し入れんば」などアド
バイスをしてくださいました。できあがるのが楽しみです。

コロナ感染対策で面会が制限されているご家族様の代わりに、日頃の感
謝を込めて父の日のお祝いを行いました。お祝いのお言葉とささやかでは
ありますがプレゼントを渡しております。照れくさそうにされている方や
涙を流される方等、皆さん大変喜ばれていらっしゃいました。



今年も福祉学習の一環で形上小学校にお邪魔しました。高齢者疑似体験
や車椅子操作などに苦戦しながらも指令をすべてこなした子どもたちは
「楽しかった～！」と達成感いっぱいの様子でした。

5月から始まったグループホームの建設ですが、少しづつ建物の原型が
見えてきました。形が見える事で私たち職員も日に日に期待感が増してい
るところです。グループホームの申し込みについては、琴の浦荘まで、お
気軽にお問い合わせください。

琴の浦荘では長崎県感染ステージに合わせて、面会の制限をおこなって
おります。上の表の赤枠の通りとなりますので、ご協力をお願いいたしま
す。

夏はやっぱりスイカ割り！童心に帰った様に思いっきり叩き、割れずに
悔しそうな顔をしたり、罅が入ると歓声が上がったりと大盛り上がりでし
た。皆さんで力を合わせて割ったスイカは格別で「甘くて美味しいね！」
とお話をしながら召し上がられました。

前半は新型コロナウイルスについての知識の勉強を、後半は厚生労働省
から出ている『特養から新型コロナウイルス感染症が出た事例』を動画で
見ながら、琴の浦荘に置き換えて考える研修でした。引き続き、感染防止
の取り組みを行いながら、シミュレーションなどを繰り返し、『もしも』
の時に感染を拡大させないために学びを深めていきます。


